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日中サービス支援型グループホームの開設および評価について 

 

１ 経緯 

  平成 30 年度障害福祉サービス等報酬改定により障害者の重度化・高齢化に対応

できる共同生活援助の新たな類型として日中サービス支援型グループホームが創

設された。 

 

２ 日中サービス支援型グループホームの概要 

 ⑴ 主として夜間において、共同生活を営むべき住居における相談、入浴、排せ

つ又は食事の介護その他日常生活上の援助を実施 （昼夜を通じて１人以上の職

員を配置） 

⑵ 利用者の就労先又は日中活動サービス等との連絡調整や余暇活動等の社会生

活上の援助を実施 

⑶ 短期入所（定員 1～5 人）を併設し、在宅で生活する障害者の緊急一時的な宿

泊の場を提供 

 グループホーム（共同生活援助） 

介護サービス包括

型 

日中サービス支援

型 

外部サービス利用

型 

利用対象者 障害支援区分にかかわらず利用可能 

サービス内容 
主に夜間における食事や入浴等の介護や相談等の日常生活

上の援助 

介護が必要な者へ

の対応 

当該事業所の従業

者により介護ｻｰﾋﾞ

ｽを提供 

当該事業所の従業

者により常時の介

護ｻｰﾋﾞｽを提供 

外部の居宅介護事

業所に委託 

日中の 

過ごし方 

原則、ＧＨ外の通

所施設や就労 

グループホーム内

で過ごすことが可

能 

原則、ＧＨ外の通

所施設や就労 

区内事業所数 

（令和８年６月現在） 
４７事業所 １事業所 ３事業所 

 

３ 練馬区内の開設予定事業者 

事業者 開設予定地 開設予定時期 

株式会社 LITALICO 練馬区平和台４丁目 11 番付近 令和８年 11 月 

 

４ 協議会等での評価 

日中サービス支援型グループホームを運営しようとする事業者、または運営し

ている事業者は、サービスの質の確保を図る観点から、地方公共団体が設置する

協議会等において評価を受けるとともに、必要な要望、助言等を聴く機会を設け

なければならないとされている（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援

するための法律に基づく指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に

関する基準 第 213 条の 10 第６項）。 

 ⑴ 評価を受ける場面 

  ア 新規開設時 

  イ 運営開始後、定期的（年１回以上） 
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⑵ 区における評価 

練馬区障害者地域自立支援協議会の専門部会である「地域包括ケアシステ

ム・地域移行部会」において、事業者の評価を行う。 

 

５ 評価の実施 

  令和８年 11 月開設予定の日中サービス支援型グループホームについて、令和８

年６月 18 日（木）開催の「地域包括ケアシステム・地域移行部会」において、新

規開設時の評価を実施した。 

⑴ 評価の流れ 

【事業者入室】 

・事業者からのプレゼンテーション（15 分） 

・委員からヒアリング（10 分） 

【事業者退室】 

・委員からご意見を伺う。（5分） 

 

 ⑵ 事業者の説明 

  ア 事業の目的・背景 

    重度障害者を含め、地域で暮らせる住まいの不足を背景に、日中サービス

支援型グループホームを整備する。就労支援等の実績を踏まえ、生活支援ま

で一体的に提供する体制を構築する。 

  イ 施設の概要・対象者 

    定員 20 名の日中サービス支援型グループホームを開設予定。主に身体障

害・知的障害者を対象とし、個々の状況に応じて受入れを判断。 

  ウ 支援の基本方針 

    利用者一人ひとりの生活スタイルを尊重した個別支援を実施。家族との関

係維持や地域の中での生活を実現し、閉鎖的にならない「開かれたグループ

ホーム」を目指す。 

  エ 日中活動・地域生活の考え方 

    原則として外部の生活介護および就労系サービスの利用を想定。通所が困

難な利用者には、グループホーム内で日中活動を提供する。外出や地域行事

への参加等により、社会参加を促進する。 

  オ 支援体制・連携体制 

    看護師等の専門職を配置し、24 時間の支援体制を整備。夜間も複数職員配

置により対応する。訪問医療や関係機関と連携して支援を実施する。 

 

 ⑶ 委員からヒアリング（抜粋） 

委員からの質問 開設事業者からの回答 

日中サービス支援型グループホーム

を選択した理由はなにか。 

重度障害者の住まいが不足している

現状を踏まえ、受入れ可能な環境を整

備するために開設した。 

日中活動の内容は具体的にどのよう

に確保されるのか。 

外部の生活介護や就労系サービスの

利用を想定している。通所が困難な利

用者については、グループホーム内で

日中活動を提供するなど、状況に応じ
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て対応する。 

日中・夜間の支援が一体化すること

で、囲い込みにならないか。また、利

用者の選択権は確保されるのか。 

外部サービスの利用を制限するもの

ではなく、利用者の希望に応じて外部

利用は可能である。個別の状況に応じ

て柔軟に対応する。 

精神障害者や強度行動障害のある方

への対応は可能か。 

主に身体障害者および知的障害者を

対象としている。精神障害や強度行動

障害については、個別の状況に応じて

対応可否を判断する。 

職員体制や専門職配置は具体的にど

のように考えているか。 

看護師等の専門職を配置し、24 時間

の支援体制を整備する予定である。夜

間についても複数名体制での支援を想

定している。 

医療的ケアや緊急時対応に関する医

療連携は確保するのか。 

訪問医療（訪問歯科等）との連携を

想定しており、必要に応じて医療機関

と連携して対応する。 

地域との関係構築や社会参加の機会

はどのように確保するのか。 

地域イベントの参加や外出機会を設 

け、地域に開かれたグループホームと 

して運営することで、社会参加の機会 

を確保する。 

行事参加や帰宅等、生活面の運用は

どの程度柔軟に対応するのか。 

行事参加は強制せず、本人の意思を

尊重する。帰宅頻度や生活スタイルに

ついても個別の状況に応じて調整す

る。 

運営規程や人員配置等、具体的な資

料の提示は可能か。 

運営規程や体制については、今後整

備を進めた上で提示していく予定であ

る。 

 

 ⑷ 評価結果について 

   開設事業者宛て通知文のとおり 

 

 

 

 

 




